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世界で読まれる書物たち
愛とは道を導けるものであり、迷わせるものでもある。最近、タイの読者を揺さぶ
る愛をテーマにした小説二作品が大きな反響を呼んだ。 『さよならを待つふたりのために』の主人公ヘイゼルは癌患者で死の恐怖に怯え、無味乾燥な生き方 してい 。ある日、癌患者のためのサポートグループに出席し楽観的なオーガスタス
（ニックネームはガス）
に出会う。この出会いによりヘイゼルの人
生観が変わり、希望が生まれた。しかしガスは、右足切断の原因となった癌が再発し、全身に転移し寿命が差し迫っているとヘイゼルに伝える。しかしガスは、ヘイゼルへの愛情で人生が満たされたと告白するのだ。人生には限られ 時間しかなくても、愛によって生き甲斐が十分にもたらされると私は感じた。『迷路の中の盲目のミミズ』は、チャーリ ヤー、チャーリカー、そして男仲間のプラーンという三人の孤児の三角関係を描き、二〇一五年東南アジア文学賞を受賞た。三人と 幼少
から同じ境遇を過ごし共に成長していたが、青年期になると、互い
に愛に惑わされていく。
 チャーリーヤーは幼いころから常に愛を求め、自殺未遂す
るほどに愛を探し続けた。チャーリカーは小説のような恋愛を求めていたが、現実はうまくいかずに悩み、プラーンと情事を重ねてしまった。愛を求めているプラーンは本命のチャ リーヤーとも情事を重ね が、彼女の元恋人が戻った際、チャーリーヤ から恋愛関係にな ことを拒まれた。プラーンは失意のうちに、彼女らのもとから離れ、放浪した末に死んでしまう。
愛ゆえに生きるか、愛ゆえに死ぬか。我々は道を導く愛、迷わ
せる愛どち を選択する
 のか。これらの作品に熟考させられる。
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